
祖国の負傷者救え
　　岡山大留学中のﾄﾙｺ人医師

ＡＭＤＡ参加､きょう出発

　
　
一
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し

・
た
ト
ル
コ
大
地
震
で
の
医
療
活

動
の
た
め
、
岡
山
犬
医
学
部
に

留
学
中
の
ト
ル
コ
人
医
師
メ
ー

メ
ッ
ト
・
グ
ン
デ
ュ
ー
ズ
さ
ん

（
三
二
）
＝
岡
山
市
下
伊
福
西
町
＝

が
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
同
市
楢
津
）

の
救
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

二
十
四
日
、
岡
血
を
出
発
す
る
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
経
由
で
被
災

地
に
入
り
、
負
傷
者
の
診
療
や

日
本
人
医
師
と
の
通
訳
に
当
た

る
。
（
５
面
に
関
連
記
事
）

　
七
年
十
月
に
来
岡
。
同
大
医

学
部
耳
鼻
咽
喉
（
い
ん
こ
う
）

科
で
が
ん
遺
伝
子
の
研
究
を
続

け
る
一
方
、
東
京
に
本
部
を
置

ト
ル
コ
大
地
震
の
被
害
状
況
を
伝
え
る
新
聞
を
そ
ぱ

に
、
地
図
を
見
な
が
ら
祖
国
の
様
子
を
案
じ
る
グ
ン
デ

ュ
ー
ズ
さ
ん
（
左
）

く
友
好
竺
こ
ト
ル
ー
一
エ
｝
夫

ア
ジ
ア
ズ
叱
フ
右
宍
』
（
谷
一

山
支
部
長
も
移
監
六
尺

　
震
源
排
岩
可
贈
亨
二

芭
型
声
才
七
三
絃
に
住

む
弟
は
餌
事
だ
で
こ
見
入
居

し
て
い
径
こ
上
士
了
ご
才
Ｅ

分
か
倒
涙
す
且
百
万
受
け
た

と
い
う
。

　
今
回
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
派
遣
す
る

救
援
チ
ー
ム
は
、
グ
ン
デ
テ

ズ
さ
ん
を
含
め
医
『
看
護
婦

ら
十
四
人
。
す
で
に
第
二
源
と

し
て
日
本
人
医
琴
品
天
べ

現
地
で
重
回
考
察
彩
懸
言

た
っ
て
い
号

　
グ
ン
デ
ュ
上
尖
こ
溜
｛
テ

レ
ビ
な
ど
で
亘
Ｅ
万
言
岩
見
・

る
と
ニ
ご
て
孔
ご
…
…
。
一
Ｊ
、
一
］
設

も
蓉
畳
ド
二
分
て
は
呉
’
・
¨
架

思
う
が
、
全
力
で
治
療
に
当
作

り
｝
人
で
も
多
く
の
同
胞
を
助

け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
　
一

　
ト
・
ル
万
中
夭
ア
ジ
ア
文
叱

セ
ン
タ
ふ
三
文
阿
．
居
裕
三

を
受
け
七
半
こ
い
号
特
に
込

み
洗
三
舟
哲
４
ふ
芭
つ
云
云

温
石
．
宰
呑
丁
ニ
ダ
ゴ
こ
こ

閣
』
斤
士
丿
倫
窮
蓉
亜

足
夫
ブ
上
づ
Ｅ
石
２
回
ご

　
’
ご
二
｝
〔
ご
〕
｀
、
こ
、


	page1

